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と

に
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を
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．
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Ｑ
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に
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ど
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ら
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の
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成

く

。

の

解

わ
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キ
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今

た

て

す

る
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は

勧
物

真

・

い

の

て

ま

せ

ま

あ

く

文
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賜

は

ス

て

盤
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，
さ
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よ

聖
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文

工
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お

か

解
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に
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ら
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を
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を
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，
た
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葡
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を
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猷
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懲
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熔
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陥

せ

れ
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だ

さ

の

似

通
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音

寄

ず

は

く

だ

ん

類

１

齢

支

お

い

合

き

く

せ

。
の

ノ

，
場

書

て

ま

い

も

年

／

を

，
ド

見

ロ

の

お

し

き

さ

な

。

名

一

意

プ

き

で

封

で

だ

的

す

氏

ワ

で

一

書

字

同

は

く

表

ま
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，
語

ワ

手

文
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承

代
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本
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了
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だ
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方
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す
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騨
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げ
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え

容
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数
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逐

同

し

た
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る
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え
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聖

く

て
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深

つ
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を
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に

つ
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に
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Ｑ
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縷
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、
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で
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．
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よ

ト

が

淑、
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ら
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ス

と

か
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め

福
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も

な
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義

球

吻

駄
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醐

封

鎖
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烈

勲
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傲

中

ス

と

に

則

い

べ

ま

」

を

に

す

の

り

だ

節

規

て

す
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り
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後

で
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れ

な

す

計

か

の

の

文

キ

カ

ー２

聖

・

の

章

訓

か

の

ま

い

う

そ

る

が

ス

め

９８

教

書

分

り

思

ど

。
れ

ち

エ

た

第

に

と

自

あ

く

か

ん

さ

た

イ

す

約

訓

る

も

が

よ

い

せ

に

し

，
移

聖

教

れ

ち

要

を

し

ま

か

渇

た

は

に

と

「

ら

た

必

れ

正

り

ら

８

わ

の

践

義

は
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す

そ

が

な

明

９

る

実

教

人

え

た

た

で

れ

ば
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約
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Ｑ
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熊
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臨
蕪
纈

備
聯
獄

騰

罐
難
撫
難

輪熱
灘
雛
謙

は

じ

活

れ

に

ほ

神

し

あ

さ

ご

。

会

信

生

し

力

る

た

て

た

下

は

た

教

と

の

も

能

い

ま

い

ま

見

性

し

，
る

ち

か

の

て

，
欠

。
ら

女

ま

は

い

た

の

身

つ
り

を

す

か

る

い

人

て

分

る

自

持

た

信

ま

々

あ

て

の

れ

自

い

分

を

つ

自

い

人

，

つ

く

か

に

て

自

所

か

る

も

の

ば

吸

多

導

教

い

る

短

な

け

員

か

え

を

て

宗

抱

す

る

が

向

会

ほ

例

こ

　

聞
篇
纏

欝
撒
脚
潔

末

の

心

験

何

れ

こ

ま

も

し

て

て

な

音

と

経

が

い

う

物

る

ば

じ

し

醗

稀

抄

姻

繊

ぽ

沙

励

獅

札

憾

旋

霧

鰯
縦

櫻
雛

雅

灘

多
ら

わ

弟

よ

べ

わ

ら

い

間

て

彼

携

兄

と

伸

彼

て

仲

げ

や

馬

に

い

つ

し

ー

化

な

も

差

人

う

発

で

て

を

友い

よ

活

発

い

手

聰

覧

髪

醗
動
談

餓

リマり

あ

す

，
る

的

ま

に

ま

は

い

果

あ

福

い

の

て

効

祝

て

る

し

と

よ

の

う

え

と

つ

ミ
，

れ

の

遂

生

躍

趨
蠕

錨

糺
罐

蓋

嚢

馴

テ
　ー

る

ば

，
の

員

い

え

に

音

喰

て

例

き

福

）

し

と

　

　

な

と

す

き

す

で

要

ま

べ

ま

かのい

ていつにか何はとこるきでにちたしたわにめたる

な

べ

むる語がちた

ら

伸

員

戻

し

会

に

差

い

会

を

な

教

手

で

ぜ

た

発

な

ま

活
る戻

灘
難

騨
灘
臓

猫
懲
鱒
購

に

り

教

ま

カ

あ

の

せ

な

の

レ

会

ま

さ

分

の

々

ま

，
あ

人

。

人

つ

で

友

す

教

れ

や

自

と

凝

繍

に

レ

人

き

な

る

と

で

い

越

．
餓

う

す

り

思

．
。

ら

ま

ま

ら

す

も

し

あ

か

で

て

と

・
心

の

つ
う

は

と

も

持

よ

論

い

た

を

え

結

た

れ

信

教

る
・
け

さ

自

度

す

助

出

の

再

介

を

き

へ

を

紹

の

導

と

ら

ら

る

ら

こ

彼

か

戻

か

る

て

れ

が

験

す

い

こ

ら

経

活

つ

彼

の

雛
蹴
拶

肱

叱

の

筋

搬

蜆

韻

硬

，
く

は

友

し

る

た

た

わ

り

は

よ

員

親

な

く

戻

員

り

会

の

で

て

ぽ

で

会

ま

な

分

発

出

に

分

な

あ

発

自

活

が

中

自

発

を

活

ら

り

人

の

，
活

と

。
か

ま

る

員

実

し

こ

ん

中

あ

じ

会

事

か

の

せ

の

果

感

い

，
し

ち

ま

々

結

と

な

人

。
た

き

人

の

る

で

る

す

員

つ

る

そ

い

発

せ

ま

会

気

わ

，
て

割

活

戻

い

い

に

交

ら

れ

役

り

れ

勢

な

と

く

か

さ

の

ま

連

大

で

こ

よ

す

出

人

あ

「て

が

発

の

で

で

め

友

つ

人

活

そ

動

常

閉

時

の

活

れ

わ

が

の

に

事

で

を

う

い

数

に

離

「

会

ど

心

大

発

識

い

鮪

移

詮

筋

祝

教

拙

聴

瀞

嚇

蜘

祉

．

発

の

は

え

壕

軌

し

た

そ

ま

的

あ

獅

禦
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繧

い
臨
鑑

福

想
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．
し

愛

ま

引

い

日

あ

し
，
か

軌

に

回

間

解

を

い

よ

つ

末

ウ

　

問

し

お

き

ー

が

理

し

て

の

に

は

か

期

』

て

と

う

と

は

た

っ

弟

理
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勧

効

凱

繍

都

鉱
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蜘
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こ

い
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主

の

こ
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な

の

ま

ち

く
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れ
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す

福

の

の

活

の

も

る
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て

な

生

し

を
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つ

心

て

い
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，
心

る

に

で

は

も

信

の
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行

も

つ

て

す

が
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い

全

発

員

か

確

る

る

の

つ

あ

つ

ま

く

り

て
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活
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る

の

戻

あ

分

い

が

さ

い

多

お

い

ぜ

り

教

す

へ

に

た

自

，
と

だ

思

の

て

抱

な

ま

の

験

音

態

っ

，
と

こ

く

と

員

け

を

，

あ

く

経

福

状

ま

は

い

な

て

だ

会

続

ち

は

ぜ

多

を

は

な

し

し

し

う

け

ん

い

ち

持

で

な

期

人

発

て

た

正

よ

か

な

な

持

気

号明昨磁
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分の使命 と業 を証明 したのであ る。｣

(教義 と聖約135:3)

ヒ ンクレー大管長の説明によるとこ

の銅像 は,『 聖書』 を探 求す る預言者

を表 している。預言者は 『聖書』 を読

んだ後 に聖 なる森 に入 り,そ こで神 と

イエスの顕現 を受けた。

ヒンクレー大管長はまた次のように

も述べた。｢ジ ョセ ブ･ス ミスはわず

か数分 間で,神 とその復活 された御子

の本質 について学びました。その本質

は,何 世紀 もの間神学者 たちがこぞっ

て考えあ ぐねてい た以上 の もので し

た。中にはキリス トを信 じていない と

口にする人々もいますが,わ た したち

は皆キ リス トを信 じてい ます。キリス

ト御 自身か ら直接学んだ知識 を得てい

ます。｣ま た｢ジ ョセブ･ス ミスの名

の付いた教会の建物にこの銅像が据 え

られたのは,ま さにふさわ しい ことで

す｣と ヒンクレー大管長は述べた。

そ して次 の よ うに言葉 を続 け た。

｢人 々はジ ョセ ブ･ス ミスの話 をあ ざ

け ります。そ してかき消 して しまお う

とします。わたしは預言者 ジョセブに

会 ったことはあ りません。 しか し今 日

まで,『 モルモ ン書』 『教義と聖約』そ

して 『高価 な真珠』を読んできました。

また神権 を受 け,行 使 して きま した。
み わざ

……そ してこの偉大な御業が真実だと
あかし

いう証が胸 に響いています。｣

また,数 年前 のある朝に聖 なる森 を

訪れた経験 を次のように回想 した。大

管長 と地元の教 会指導者が聖 なる森 に

立ち,頭 を下 げ,と もに祈 った。｢声

が聞こえたわけではあ りませ ん。 しか

し,預 言者ジ ョセブが語 った ことが,

自分 たちが立 ってい る場所でほん とう

に起 こった とい う,確 かな証が心に生

まれてきたのです。それを皆 さんに証

したい と思い ます。｣さ らに ヒンク レ

ー大管長は ,こ の銅像作成のため に基

金 を寄付 したユ タ州 開拓者子孫 国立協

会お よび6人 の寄付者 に,深 い感謝の

意を表 した。 また著名な彫刻家スタン

リー･ジ ェームズ･ワ ッツ兄弟の手に

より｢非 常 に印象的で美 しい作品｣が

生み出されたことを感謝 した。

この除幕式ではワッツ兄弟 も話 をし

た。ワッツ兄弟はジ ョセブ･ス ミス と

その｢神 に尋ね よう｣と いう望み を記

念 した銅像 を作 るこ とは,｢す ば らし

い経験｣だ った と語った。

ワッツ兄 弟はこの ようにも語った。

｢あ る偉人が次 のような言葉 を残 して

います。光をもた らせば,人 は 自らの

行 く道を見いだす。わた したちにとっ

ての光は聖文です。これはその記念碑

です。｣

ワ ッツ兄弟はこの銅像を制作 しなが

ら霊感 を受 けた と語 った。｢今 日,わ

た しは皆 さんの前 に揺 るぎない確信 を
けん

もって立っています。 ひざまず き,謙
そん

遜 に 祈 り,知 恵 と導 き を 求 め る の は,

末 日聖 徒 と して で き る 最 も大 切 な こ と

で す 。｣□

(『チ ャーチニ ュー ズ』(0わαroわ～θws)の 厚意

によ り,1997年12月27日 付けの 記事よ り

掲載)

ポール･H･ダ ン長老の葬儀,し めやかに行われる

名
誉中央幹部のポール･H･ダ ン

長老 は1月9日 金曜 日,ソ ル トレ

ーク･シ テ ィーにおいて,背 中の手術

後,回 復途中での心停止により死去 し

た。享年73歳 であった。葬儀は1月13

日に しめやかに行 われた。

ダ ン長老の死去 に伴い,大 管長会か

ら以下の声明が発表 された。｢ダ ン長老

は長年にわたる青少年の教師,擁 護者

でした。 また伝道部長,中 央幹部 とし

て34年 間働かれました。ジャンヌ夫人

とご家族に深い哀悼の意を表 します。｣

ダ ン長老 は1924年4月24日,ユ タ州

プロボで生 まれ,1953年 に チャップマ

ンカレッジで学士号 を取得 した。その

後,南 カリフォルニア大学 で教育管理

騨1

ゴ藁 擁
灘､

欝､糠

裟慧

≧
ア
魂

霧
暴

ポール･H･ダ ン長老

の修士 および博士号 を取得 した。1952

年 か らロサ ンゼルスで教会教育部のセ

ミナリー教師を務めた。その後,南 カ

リフォルニアでインスティテユー ト･

コーデ ィネー ター として数年働 いた

後,1964年4月 に七十入第一評議会員

に支持 された。

1968年 か ら1971年 までニューイ ング

ラン ド伝道部の部長を務めた。1976年10

月 に七十人第一定員会 に召 され,1976

年 か ら1980年 まで七十人会長会で働 い

た。そして1989年 に名誉会員 となった。

1946年2月27日 に ジャンヌ･ア リス･

シェバー トンと結婚 し,3人 の娘に恵ま

れている。1972年 に は｢ユ タ州で最 も

すばらしい父親｣に 選ばれている。□
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れ ます｣と 述べた大管長は,夫 による

妻の扱いについて警告 を発 した。

｢兄 弟の皆 さん,虐 待 をやめなければ

な りません。奥 さんに対 し言葉や精神

的,ま たいかなる手段 による虐待 もして

はなりません。子供た ちに対 しても同

様です。わた したちは家族なのです。｣
しゆつふん

ヒンクレー大管長は,什 分の一を納
きよ

めること,安 息 日を聖 く保つこと,知

恵の言葉 を守 ることなど教会員に対 し

て主が寄せてお られる期待 について述

べてか ら,｢家 庭 にお ける自らの振 る

舞い,家 庭 内の雰囲気,隣 人愛,親 切,

勤 勉,信 仰を築 くに当たって｣末 日聖

徒であるよう,会 員たちに訴 えて話 を

終 えた。□

(『チャーチニュース』(0わαroh～θWε)の厚意に

より1998年1月17日 付け'の記事より掲載)

天災により被害を受けた教会員
ナダ東部およびアメリカ北東部

力 の大半 は,1月 に着氷性 の雨 を
伴 う暴風雨 に見舞 われた。モ ントリオ

ールとオタワでは,宣 教 師のアパー ト,

会 員の住宅,教 会の建物など数棟が数

日間にわたって停電の被害 を受 けた。

インディアナポリスにある中央･監 督の

倉 よ り緊急用発電機が送 られ,教 会内

に電気 と暖 を供給 した。教会の指導者,

ホームティーチャー,訪 問教師 らが,被

害を受けた教会員の援助 に携わった。

中部太平洋に浮かぶク ノク諸島では

昨年の後半,マ ーテ ィン台風 に見舞わ
あらし

れた。風速毎時144キ ロの嵐が,海 抜

が海面 とほぼ同位置の小 さなさんごの

島々を一掃 して しまった。特にプカプ

カ島,マ ニヒキ島は最 も大 きな被害を

受けた。七十人で太平洋地域会長会会

長の ボー ン･J･フ ェザース トー ン長

老の報告では,宣 教師は全員無事であ

り,教 会の所有地 も何 ら被害 を受 けな

かった。 しか し,会 員の一家族が家 と

一切の家財を失い ,数 年前か らクック

諸島に在住の会員一人が,海 に出てい

たところを嵐に襲われ,行 方不明 とな

っている。地元の末 日聖徒社会奉仕機

関の人々が,こ の惨事で心的被害を被

った人々を対象 にカウンセ リングを行

っている。 また教会から人道的援助 の

基金が,復 興再建のために寄付 された。

中部太平洋のフランス領ポリネシアに

属す るソシエテ諸島では1997年ll月 に

サイクロン･オ セアが猛威 を振 るった。

マ ウピティ島では,会 員が所有する

家屋80棟 のうち77棟 が,ま たボラボラ

島では会員の住宅4棟 がそれぞれ倒壊

した。マウピテ ィ島内の教会堂はさほ

どの被害はな く,教 会内外の人々の避

難所 に使用 された。宣教師 と教会員全

員の無事が,フ ェザース トー ン長老か

らの報告で確認された。

エルニーニ ョ現象に関連 した干ばつ

により,パ プアニューギニアでは深刻

な水 と食料不足が生 じた。 フェザース

トー ン長老か らの報告 によると,会 員

と宣教師は全員無事であるが,多 くの

会員の家族が危機に直面 している。パ

プアニューギニアでは数か月間まった

く雨が降らず,高 地では,普 段雲に覆

われて保護 されていた作物が,霜 によ

る被害で全滅 した。地域会長会は必要

に応 じて,会 員援助のたφの食料供給

を手配 した。 また地元 の指導者は救世

軍(訳 注｢キ リス ト教プロテズ タン

トの一派。1878年 イギ リス人ブースが

創始 し,軍 隊的組織の もとに民衆伝道

と社会事業を行う。｣〔『広辞苑』第4版,

新村 出編,岩 波書店,｢救 世軍｣の 項,

655〕)と 密接 に連携 してこの事態 を取

り扱 っている。

トンガ王 国では1月 にサイ クロ ン･

ロ ンがニウアファウ島 を襲 った。 フェ

ザース トー ン長老によると,宣 教師 と

会員は皆無事 である一方,教 会の集会

が行われていた家 と同様,彼 らの住宅

は倒壊 した。

グアムは1997年 の12月,風 速毎時

370キ ロ を超す突風を伴 なったバ カ台

風 による被害を受けた。島全体が停電

し,ほ とん どの地域で断水 となった。

そ してほぼすべ ての道路が一時閉鎖 さ

れた。七十人でフィリピン･ミ クロネシ

ァ地域会長会会長のシェル ドン･F･

チ ャイル ド長老は,全 教会員と宣教師
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合計……8,315万7,996冊

30年 に 『モ ル モ ン 書 』 が 初 版 さ

18 れて以来,8,300万 部 以上が世界
中で配布 された。この数字 は 『モルモ

ン書』のみ と 『モルモ ン書』を含む合

本の合計数である。下記の年度別表に

ある1830年 か ら1981年 までの数値 は,

現 存の記録を基に算出されている。□

㌧や.暢 ♪憐 嬬 聾訂夢富 押 ､勲5身.型 ゆ キ.ぞ研 纏}碑･～

の無事 を伝 えた。宣教師のアパー ト1棟

が深刻 な被害を受けた。 また会員の住

宅はすべて水害による被害 を受け,2棟

が倒壊 した。また被害を受けた人々の

避難所確保のため,赤 十字 と連邦政府

機 関によって,未 使用の アメリカ軍の

居住施設1,500棟 が開放 された。□
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負債には利子が伴うことを理解する

スコッ ト･ナ ッシュ

｢借金するときに感じなくとも,

それはやがて

大変な重荷になり得る｣

利子 とは,金 銭を利用する 目的で借 り手が貸 し手 に支払 う金額 を

指す。金銭を借 りた人は,他 人の金 を

使 う特権 に対 して使用料 または利子 を

支払 う。実際,借 金によって将来発生

する収入を今使 うことがで きるが,こ

の特権は高い利子 を支払 うとい う深刻

な不利益を伴 うことが しば しばある。

利子を課す制度は歴 史的に もかな り

古 くか ら一般化 してい る。 『聖書』 の

時代 に,利 子 は高利 と呼ばれていた。

現代 の言葉 でい うところの法外 に高い

利率 であ る。列王紀 下第4章7節 には

｢負債 を払い……その残 りで暮 ら〔しな

さい〕｣と いう記録があ り,ま た,箴 言

第22章7節 には｢借 りる者は貸す人の奴

隷 となる｣と 記されている。使徒パウロ
なにびと

はローマ人に対 して｢何 人にも借 りが

あってはならない｣と 教えた(ロ ーマ

13:8)。 救 い主 は今の時代 に,マ ーテイ

ン･ハ リスに対 して｢印 刷業者 との契約

によって生 じた負債 を支払いな さい。

束縛か ら自らを解放 しなさい｣と 勧告

してお られる(教 義 と聖約19:35)。

聖 典 は不必要 な負債 を負 うことのな

いようにとの警告 を明確に発 している。

現代 の預言者 と使徒たちは声をそ ろえ

て負債 を避けるようにと呼びかけてい

る。 ゴー ドン･B･ヒ ンクレー大管長

はこのように述べ ている。｢返 済可能

な住宅購入のためや,ほ かの幾つかの

必需品のための妥当な負債 は仕方 ない

で しょう。 しかしわたしの 目には,あ

ま り必要でない物のため に愚かな借金

をす る多 くの人々の悲劇が非常にはっ

きりと見 えるのです。｣(｢わ た しは信

じる｣『聖徒の道』1993年3月 号,7-8)。

わ たしたちの生活 において負債 と利子

が与 える影 響 を正 しく理解 するため

に,適 度な負債 とはどのようなものを

指すか,気 軽 にクレジ ットで買 うこと

がなぜ落 とし穴 とな り得 るのか,負 債

を避 けるためには どの ような計画 を立

てた らよいのかを検討することが大切

である。

借金が適切とされる場合

一般に借金 という手段 を取 るのは,

欲 求を満たすためでな く,必 要を満た

す ためだけにすべ きである。欲求を満

たす ために借金 をす るとい う行為 は,

｢シ オンの中では,す べ てが良い｣(2

ニ ー ファイ28:21)と い う主義 を財政

面に反映させた考 えになる。彼 らは将

来必ず借金 を返す ことがで きるので,

｢そ うす れば,わ た したち は幸せ だ｣

と考 えている(2ニ ー ファイ28:7)。

J･ル ー ベ ン･ク ラーク･ジ ュニア副

管長は1938年 に,次 の ように述べてい

る。｢分 割払 いによる購入 とは,あ な

たの将来の収入 を抵当 として差 し入れ

ることを意味します。病気や死,失 業

によって収入が途絶 えて しまった ら,

購 入 した資産ぽすでに支払 った ものと

ともに失われてしまいます。

わた しは思い切って一つの提案をし

てみたいと思います。 ……普通の家族

は実際の生活に必要な物だけに限定す

るのであれば,分 割払 いで購入 しても

十分に家計 を管理することができます。

ぜいた く品は,支 払いが可能な状態に

なるまで購入 を見合 わせます。

わた しは必需品とぜいた く品との境

を設けるつ もりはあ りません。 しか し

これだけは申し上げておきます。列車

や電車 で職場 に通 える職 人や機械工

は,分 割払いだか らといって通勤のた

めに飛行機を買 うようなことをす るで

しょうか。｣(ConfbrenceRepor亡 『大

会報告』1938年4月,105)。 ほ とん ど

の人にとって借金.を必要 とす るの は,

家 屋や 自動車を購入 した り,状 況によ

って教育費 を賄 った りする場合がほと

んどである。
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安易なクレジットの利用

というわな

最初の支払期 日が来るまでは,所 持

金がまった くなくてもほ とんど何で も
こんにち

買えるのが今 日の世の中である。多 く

の会社 では,借 金 してで も自社製品 を

購入するように,消 費者の意識改革 に

躍起になっている。一部の企業ではそ

のためのファイナ ンス会社 まで用意 し

てい る。このような製品の広告には大

胆 にも,苦 しみのない融資あるいは緩

やかな信用条件などが うたわれている。

あるファイナ ンス会社 は借金をして レ

ジャーを楽 しむことがス トレスの解消

になる と宣伝 してい る。 メデ ィアは

｢欲 しい物がす ぐに何でも手に入る｣と

いったメ ッセージを武器 に四六時中攻

め立てているのである。

『ウォールス トリー トジャーナル』誌

(㎜S亡ree亡 ノ加ma1)に 掲 載された記

事に よれば｢1990年 代 半ばには,借 金

に対する誘惑がかつ てないほど増大 し

た｣と 報 じている。｢銀 行 問の貸 し出

し競争はしれつ を極 め,彼 らは消費者

に対 してまるで洪水 のようにクレジッ

トカー ドを濫発 している。｣(バ ーナー

ド･ワ イゾキー･ジ ュニ ア"Binge

Buyers:ManyBabyBoomersSave

Little,MayRunintoTroubleLater

on"｢浮 か れた消費者 貯金 に乏 し

く,後 に苦難に遭 うであろうベ ビープ
〆一ム後 の世代｣『 ウォールス トリー ト

ジャーナル』1995年6月5日,A6)。 事

実,あ る組織の調査によると,1994年

だ けでもクレジッ トカー ド会社が クレ

ジッ トカー ドの入会 を勧誘するために

送 った手紙は200億 通 を超 えると考え

られてい る(ジ ョン･グ リー ンワル ド

"Th
eCrunchthatStoleChristmas"

Tfme｢ク リスマスを奪 う危機的状態｣

『タイム』1995年ll月27日 号,79参 照)。

｢来年 まで支払いの必要 はあ りません｣

との宣伝文句す ら飛 び交っている。 し
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高校新設へ向けて地域社会で奉仕,ついに行政を動かす

神戸ステーク北六甲ワー ド

船島二巳男

たしは,教 会で青少年 とのかか

わ わ りが多 い中で,多 くのす ば ら
あかし

しい経験 や証 を聞 く機 会があ ります

が,そ の一方で青少年が幾つ ものハー

ドルを越えなければならないと感 じる

ことがあ ります。特 に高いハー ドルの

一つは受験 ではないかと思います。 こ

れは教会の問題ではな く社会の問題で

あ り,日 本の教育問題の一つです。

3年前,ア メリカの高校を訪問する機

会があ りました。のびのびと学んでいる

アメリカの学生の姿 を目にして日本 と

の教育の在 り方の違いを強 く感 じまし

た。 日本の中学生,高 校生の場合 は,

受験のためにあまり余裕のない生活を

送っているように思えたか らです。この

ような社会の現状の中で,わ たしにも

何かできることがないかと思いました。

わたしが住んでいる三田市は,4年 前

か ら人口増加率 において10年 連続 日本

一です
。人口の増加に伴って,様 々な

面で対応 の遅 れが生 じていま したが,

こ と高校に関 してはそれが顕著で した。

三田市には,公 立高校が3校,私 立高校

が1校 あ ります。3年 前に高校の新設が

予定 されていましたが,用 地を確保 し

なが らも工事 は見送 られ結局その話 は

見送 られました。

今年,公 立高校 では3ク ラス分 の教

室をプレハブで増設 し,や っ と合格者

の人数に問に合わせ ました。年 々増 え

続ける中学卒業予定者の人数を計算 し

てい くと6年 後 には12ク ラスが不足す

る ことにな り,1校 増や して もまだ足

りない という将来の予測はたちまち現

実 となります。わた し自身,あ ま りこ

の現状 を知 りませんでしたが,今 年小

学校のPTA会 長 に選ばれて,そ の責任

を通 して三田市の高校の現状 を知 り,

現在 の中学生は もちろん小学生にも大

きな問題であ ると認識 しました。 この

ような受験のプ レッシャーは思春期の

大切な時期の子供たちに大 きな影響 を

与えます。ただでさえ青少年の問題や

犯罪がほか より多 くなってきている今

日,父 兄 の方々もそうした心配を抱 い

ていることを知 り,高 校 の新設 を早 く

実現することがとても必要であると認

識 しました。 また,ほ かの学校のPTA

の役 員の方々 とお会い したときも同 じ

思いを持っている方々が多 くいること

を知 り,高 校の新設を早 く実現す ると

いう見解で一致 しました。そのために

まず高校が新設されるように会を設立

して,多 くの方々に現状 を知 らせ,市

民の声 をまとめることにな りました。

そうして｢高 校新設を願 う市民の会｣

が現役の小中学校のPTA役 員 と元役員

とで結成 され,発 起人会が開かれ まし

た。それか ら1週 間後 の7月21日 に市民

セ ンターで第1回 目の会合 を開 きま し

た。その会合 には,予 想 を上回る80人

の方 々が出席 して くださり,今 後 に向

けての活発 な意見が交わされました。

そ して,1か 月後の8月22日 には賛同者

が2,580人 に なり,わ たしは市の教育長

に｢高 校新設 を願 う市民の会｣を 代表

して高校新設の要請書を届 けまし

た。会の発足から新聞社の方々の

関心 も高 く,朝 日新聞,毎 日新聞,

読 売新聞,神 戸新聞などがその都

度記事 にして くださったことも大

きな助けになりました。

あなたがたが善に熱心であれば

署名活動 を行った結果3万5,000

人の署名が集まり,賛 同者をさら

に増やすことができました。 しか

し,良 いことばか りではありませ

んでした。というのは,こ の会が

大 きくなっていくにつれて,会 そ

の ものに対 してあるいはそれに賛

同 して活動する個人に対 しての中

傷や圧力があ り,嫌 な思いを経験

することもあったのです。そんな

とき,祈 ることによって主か ら平

安 を頂 きました。ある日,祈 り終

聖徒の道/1998年5月 号

8

えた後で聖典を開くと,ペ テロの第一の

手紙第3章13節 か ら14節 が わたしの目に

留 まりました。そこには,｢そ こで,も

しあなたがたが善に熱心であれば,だ れ

が,あ なたがたに危害 を加 えようか。 し

かし,万 一義のために苦しむようなこと

があって も,あ なたがたはさいわいであ

る。彼 らを恐れたり,心 を乱したりして

はならない｣と 書かれてありました。

その後,市 の議会 も｢高 校新設 を願

う市民の会｣の 意見に同調 し,高 校を

新設す る要望書を県に提出す る議案が

可決されました。

署名 は5万5,864人 に上 り,10月27日

に県の教育長 に提 出に行 くと,教 育長

も三田市の現状を強 く認識 して高校 に

おける対策を出 して くださると明言さ

れました。

確かにわた したちが教会の内で も外

で も正 しく必要 な行い をす るとき,主
あかし

の助け と導 きがあると証 します。また,

この会 を通 して多 くのすば らしい方々

との出会いがあ り,と もに働 く機会を

もてた こ とに感 謝 します。(ふ な じ

ま･ふ みお 神戸伝道部幹部書記)
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毎 日新聞,1997年10月28日 付
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行いに応用す ることによって解決する

よう提案 しています。その経験 は福音

の メッセージを分 かち合 うとき,証 と

して人々に伝えることができます。

また,神 様,イ エス･キ リス ト,ジ ョセ

ブ･ス ミスや 『モルモン書』などへの証,

す なわち真理への確信がまだない,と い

う問題には,教 義 と聖約第9章8-9節 に

記 されているとお り,祈 りを通 し聖霊の

導 きによってそれを知る方法が与 えら

れています。 この原則 についてS･デ ル

ワース･ヤ ング長老の言葉 をご紹介 しま

しょう。｢主から啓示 を受けるためには,

主 の戒めを守 るこ とに より,主 のみこ

ころを知る者 となる必要がある。そ う

する ときに,主 の知恵によ り必要に応

じて主のみ言葉が思い を通 じて心の中

に入 り,胸 の内に何かを感 じるに違い

ない。それは表現 しがたい感情である

が強いていえば,｢燃 える｣と いう感 じ

である。 またこれに伴い,安 らぎと,そ

のことが正 しい とい うよ り確か な証 を

得 ることがで きるのであ る。 ひとたび

この燃 える思 い,こ の気持,こ の安 ら

ぎを覚えた者は,日 々の生活において,

あ るいは導 きを受けたときに,決 して

迷うことはないであろう。｣(｢静 か な細

い声｣『聖徒の道』1976年8月 号,333)

第2に は,宣 教師としての振る舞いで

す。礼儀正 しい言葉 と態度で人 と接す

るように勧 めて います。そ うす れ ば

｢人 が聖霊の力 によって語 るときには,

聖霊の力がそれを人の子 らの心に伝 え

る｣よ うに(2ニ ー ファイ33:1),御i霊 を

感 じ,ド アを開 く人々に宣教師のメッ

セージを聞 く備 えをしていただ くのに

役立つか らです。

第3は,一 人で も多 くの方々へ伝える

備 えです。わた しの息子 と娘は伝道中,

耳 の聞 こえない方 々にお会いす る機会

が多 々あ りました。すべての人 を招か

れている主の計画 を考え,あ い さつ と

自己紹介がで きればと,わ ずかな時間

ですが,手 話 を取 り入れています。

例えば海外で伝道 したいと思っていた人

が日本に召されることもあると思います。

どのように受け入れたらよいでしょうか?

確 かに海外へ召 される人も多くなりま

したが,ど こへ召 されるかは,大 管長が

霊感を受 けてお決めになります。 した

がって,召 された場所 には自分 を待って

いる人がおり,重 要な使命があるという

信仰を持つこ とが大切です。彼 らは伝

道地で奉仕することによりそこに召 され

た意味 を実感することでしょう。大切な

のはあなたが預言者 を通して主によって

召 されたことを理解 し,召 しを心か ら喜

んで受け入れることだ と思い ます。悔
みこころ

いのない熱心 な働 きを通 して主の御心

を理解で きます。人の考 えより,主 のお

考 えの方が高 いと知 ることがで きるの

です(イ ザヤ55:8-9参 照)。(談)Eコ

灘繋灘 奮篭懸塞騰 縮

主に備鶴 れた
東京南伝道部 専任宣教師

見玉健一

たしはig96年 の12月,伝 道に出

わ て初 めての転任で静岡県の袋井
支部へ行 き,川 島姉妹 とい う一人の求

道者の方 と出会いました。彼女 はもう

ほ とんどレッス ンを終えバ プテスマを

受けたい と望 んでいましたが,実 はま

だ,ご 主人に教会の ことや福音 を学ん

でいることを詳 しく話 していませんで

した。姉妹がいざ話 してみると案の定,

反対 されま した。 わた したちは｢信 仰

をもってキ リス トの名 によって求めれ

ば,何 で も与 え られる｣と いう聖句 を

分かち合って(エ ノスユ:ユ5),心 か ら

信 じて神様を求めれば許可 をもらえま

すよ,と 励 ましました。そのうち一応の

許可 をもらうことがで き,1997年2月 に

バプテスマの予定 を入れました。

ところが,バ プテスマの面接の当日

の朝になって,彼 女か ら涙 ぐみなが ら

｢や っぱ りごめ んな さい,バ プテスマ

を受けるこ とはできません｣と 電話が

あ りました。わた しと同僚はす ごくが

出会べ

っか りしま した。事情 を聞 くと,｢主

人はわた しの意 見 を尊重 したいか ら,

バ プテスマを受 けて もいいとは言った

けれども,日 曜 日に主人 と子供 を置い

てわた しだけ一人で教会へ行 くことは

やっぱりうれ しくない。その寂 しい気

持 ちやほんとうは受けてほ しくないと

思っているのが分かった ものだか ら,

そ れを無視 して 自分だけ受けることは

できません｣と い うことでした。 しか

し家族の中にとて も愛があるのが分か

りました。奥 さんもご主人 を愛 されて,

ご主人 も奥 さんのことを大切 にされて

いました。

時々,宣 教師が思 っている以上 に求

道者の方の信仰が強いことがあ ります。

わた したちが,も しか した らあ きらめ

て しまったかな,と 心配 して いて も,

彼 女 はずっと信仰 を持ち続 けていまし

た。宣教師は何か月かで転任があ りま

すか ら,自 分がいる問にバ プテスマ を

見たい,と つい短い期間で物事 を考え

聖徒の道/1998年5月 号
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ますが,彼 女は粘 り強 く長い目で見て,

決 してあ きらめませんで した。

教会の ビデオに 『愛の働 き』 とい う

伝道 をテーマに した ものが あ ります。

その中に,宣 教師が 自分の求道者 に問

題があった ときに両親に助 けを求めて

その求道者に手紙を書いてもらう,と

いうくだ りがありました。それを見て

わた しは｢す ばらしいな｣と 思いまし

た。それで思 いついたのですが,わ た

しのホーム ワー ドに,北 山姉妹とい う

川島姉妹 ととてもよく似 た状況の方が

お られたのです。 同 じように看護婦 さ

んで,ご 主人はあま り教会 に関心がな

く,性 格 もよ く似 ているので,あ あ こ

の御二人はすご くいい友達 になるな,

と感 じました。そこで彼女へ手紙 を出

して,｢こ うい う姉妹がいて,手 紙 を

もらった らす ごくうれ しいん じゃない

かな,反 対があるけどとても励み にな

ると思い ます｣と 書 きました。す ると

北山姉妹は手紙や電話を下 さって,ほ

んとうにとてもいい友達になったので

す。これは川島姉妹に とって大 きな助

けにな りました。ビデオのように,実

際にこの ような形で伝道 の支援 を頂 く
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て くだ さい｣と 。 もちろん手紙で書い

て もある程度は伝わ りますが,や は り

自分で経験 しなければ,そ のほん とう
あかし

の価値は分か りません。 自分の証は自

分だけの証で,わ たしの一つ一つの経

験 は宝物です。 自分の働いた伝道地や

出会 った友達のことを思い出す と,い

つ もいい経験ばか りではな く大変なこ

ともあ りましたが,す べてはいい思い

出で,と ても平安 な気持ちを感 じます。

よ く宣教師が働いた伝道地を｢愛 する

一｣と 言いますが,わ た しにとって

もそ こは,主 が備え られた特別な人が

いる,特 別な場所であったことを証 し

ます。(こ だま けんいち)
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ドアをノックするのは

神の使いだった
ニ コル･ブ ラ ッティー

ヤ

,ク レン長老は幸運な男性てある。伝道を始

めてわすか4か 月しかたっていないというの
さ
Σ に この若いモルモンは改宗者を得た。数週
監
き 間前 クレン長老と同僚の藤村長老は 新しい

信者か群れに加わる瞬間を目にしたのてある。窒

｢わたしたちはほんとうに一生懸命働きまし

茎 た。そして スリランカから未たすはらしい
Y.

C

≧ 青 年に教 える ことか てきま した 。 わた し毒

たちか伝 えた メ ッセ ー シは彼の心 に しみ込ん

漸 たのて す
。わ た しはかつて この ような こと を

き 経 験 した ことかあ りません て した｣と ク レン

琴 長老は語る。

嚢 規 則 に従 って 髪 はき れい にカ ッ トされ

で

洗濯したてのワイシャツを着込み 夕一クス

ーツとネクタイて身を固めたクレン長老(20
S

歳)と 藤村長老(24歳)は 宣教師てある
葦
で(｢長 老｣と いう名称は彼らか教師てあること

を表している)。彼らは1日 に12時 間 週に6

日間 明るい表情て自転車を駆って郊外を走夢

製 り回リ イエス キリストの言葉と モルモ

曇 ン教会としても知られている末日聖徒イエ
エ

ス キ リス ト教会 の創 立者 シ ョセ フ ス ミス義
の

1の 譲 雄 べ伝えている･
}ク レン長老と藤村長老は寝室か一部屋しか

匿

な いコー ル フィール トのア パー トて共 同生活

き を して いる(コ ール フ ィー ル トはユタ ヤ文化

髪 ヤ の 影響 か強い地 域て ある。 多 くの 人か ら ト
多骸
そ アをノックする前に 玄関の上のユタヤ人の

飛 1繋灘
'竃

癒蕊顯 霧

､難 難z

∵
姦

からてある。間もなく彼らは新しい地域へ転

任し 新しい相手と同僚を組むことになる。

宣教師は地元の教会指導者によって数か月こ

とに転任の指令を受ける。ビクトリア州には

約240人 の宣教師かいる。

藤村長老は東京出身てある。4年前に街頭て

出会った二人のアメリ力人宣教師によって改宗

した。｢わたしは無神論者てしたか 宣教師か伝

えてくれたイエス キリストのメッセーシに何か

特別なものを感しました。教会について勉強し

始めてから2か月後に八プテスマを受け クリ

スチャンになりました｣と藤村長老は語る。

伝統的な仏教信者てあった家族は彼の改宗

に最初驚いた。しかし 勤務していたコンピ

ューター会社を辞めて オーストラリアへ伝

道に行くと聞かされたときには驚くたけては

済まなかった。しかし後に家族の心は和んた

ようてある。最近 藤村長老の父親は食糧と

衣類の入った小包みを息子に送っている。

｢人々はわたしたちか自分のお金を無駄遣い

していると思っているようてす。というのも

わたしたちは報酬を受けていませんし 伝道

のために自分て貯金してきた

お金を使っているからてす。

けれともわたしたちは払った

犠牲を上回るものを受けてい

ます。この2年間は 永遠の喜

ひと幸福を得るために努力す

るために費やす10年 以上の価

値かあります。てすから 伝

道はわたしにとって価値かあ

るのてす｣と 藤村長老は語る。

藤村長老は昨年着任して以来

ホ八一トタンテノン モーラヒ

ン ウェー八リーを経て 現在

コールフィールトにやって来た。

着任早々の藤村長老はついてい

毫'二牽ρL窪評LL臓｢て 卿 葦亭タ ジτ煮しザ 執 凱

㍉
なかった。自転車を買って3日 後に盗まれた。

仕方なく 中古の子供用自転車を買ったか

スピートを上けて走る同僚から置いてきほり さ
ヤ

を食 う毎 日た った。｢そ こて神 に祈 りま した 。
{

ある 日アパー トに帰 って みる と この 自転車 ミ

(藤 村長老 は レー ス用の古 い 自転車 を指 して)

かアパー トの前 に置いて あって｢と うかわ た

しを使 って くたさ い』 とい う看 板か掛 け られ{

ていま した。｣

1996年 に行わ れた調 査 によれ は オー ス

トラ リア における末 日聖 徒イ エス キ リス ト

教会 の会 員 は4万5112人 て ある。1991年 さ

の調 査以来6812人15パ ーセ ン トの 増

づ

加を示 してい る。

ク レン長 老 はわ た しに 『モ ルモ ン書』 につ 式

い て説明 した いと言 った。彼 はわ た しか興 味

を持 って いな いか らとい って 気後 れする様 子

はな かった。｢気 に して いません よ｣と にごや ～

か に言う。｢ふ るさ との友 達は説明す る機会も

くれませんて したか ら。 『モルモ ン書』 を持 っ

て いると1マ イル先まて逃 けて行ったものて

した。｣□(オ ース トラ リア メル ホル ン新 聞)し

τ躍 一 尋縛 た売留羅 膏}坪脇 擁難 繍 著雛鶴弄解縛 衡臓 纏脚 穿き

オース トラリアで伝道された藤村淳一長老

(東京ステーク三鷹ワー ド)について地元の

新聞に掲載された記事が届けられました。

抜粋して紹介します。(編集室)
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が電話帳 などで一生懸命捜 して くれ ま

した。す る と奇跡 的に もソル トレー

ク･シ ティーか ら車で1時 間ほどのバ

ウンテ ィフルに住んでいることが分か

ったそ うです。彼 らは早速会いに来て

くれ,智 也君は長年の思いが果たせて

とてもうれしそうでした。

彼 らが帰 った後,智 也君 と話 し始め

るとす ぐに,彼 の中で霊的に何かが変

わった ことを直感 しました。顔 は輝 い

ていて,体 か らまるで光 を放つように

御霊があふれていました。以前の彼 と

はまった く違 っていました。彼 は神様

がホス トフ ァミリーに会 わせて くれた

んだ,と 感謝の気持 ちを分かち合 って

くれま した。 また旅行中の約束 も守っ

て くれ,須 弥也君 と智也君が霊的に神

様 に近づいたことが分か りました。わ

たしたちはバ プテスマについて祈 りま

した。祈 りの後,わ た したちの心は と

ても温か くな り,智 也君は｢聖 霊 を感

じることができました｣と 言って くれ

ました。

しかしまだ問題があ りました。彼の

最大の難関は知恵の言葉でした。お酒

を飲むことが唯一の楽 しみだったので

す。彼は泣 き始め ました。心の中で こ

の教会が真実であることをすでに知 っ

たけれ ど,お 酒 をやめることはとても

つ らかったのです。わた したちはお酒

をや め られ るか どうか主 に尋 ね ま し

た。する と主 は,｢大 丈夫 です よ,わ

た しが彼を守 ります｣と い う静かで落

ちついた気持ちを感 じさせて くれま し
き よ う

た。御霊 が再 び促 したので,｢今 日,

バ プテスマを受 けていただけますか｣

と聞 くと,彼 は泣 きなが ら｢は い｣と

答えて くれました。

1997年9月19日 午 後,須 弥也君 と元

ホス トファミリーの方々に見守られる中,

智也君はバプテスマの水に沈みました。

今,須 弥也君は神権者 とな り,智 也

君は 日本か らの手紙で｢死 者 のバプテ

スマを受けるため東京神殿へ行 く｣と

書 き送って くれ ました。友 として助け

合い,最 も貴い もの,｢福 音｣を 分 か

ち合った二人のすばらしい愛 と模範に

感謝 してい ます。｢そ の木の実 を食べ

ると,わ た しの心は非常に大 きな喜び

に満たされた。それでわた しは,家 族

にも食べ てほ しい と思い始めた。 その

実が,ほ かの どんな実 よりも好 ましい

ことが分かったか らである｣(1ニ ー フ

ァイ8:12)。(や まにた･ゆ うこ)

磯繕垂灘 巻麟家ム叢織藩縮

イエス様が歩まれた

道を歩む
ブリガム･ヤング大学アジア第2ワ ー ド

川崎絹代

リゾナ州テンピ伝道部での毎 日

アは信 じられ ないほど早 く過 ぎて
い くので,ほ んとうに驚 いています。

あっと言 う問に伝道期 間の半分が過 ぎ

たころ,わ た しはすい臓の病気 にかか

って しまいました。そのため,や む を

得ず6週 間ほど伝道を休 んでカリフォ

ルニアにいる知 り合いの家族の もとで

休養す ることにな りました。た くさん

の医者 にかか り,検 査 も嫌 とい うほど

したにもかかわ らず病気の原因は分か

りませんで した。 ただ言 える ことは,

快 復にはしばらく時間を要するだろう

とい うことだけで した。伝道ももはや
いや

ここまでか とあ きらめかけた とき,癒

しの祝福 を受 けました。す ると,病 気

は次第に快復 し,再 び伝道 に戻れるよ

うにな りました。病の原因は結局分か

らず じまいですが,主 を信頼す ること

によって祝福 を得たのだと思います。

アメリカでスペイン語を使って伝道

するのはさすが に日本の伝道 とは違い

ます。求道者のほ とんどはメキシコや

南米か ら来ている人々で,彼 らの多 く

は,小 さな トレーラーに大人数で寝泊

まりしてい ます。彼 らは貧 しい自分 た

ちの国を出て,残 してきた家族 のため

に働いています。普通のアメ リカ人な

ら避 けるような,危 険 奄伴 う重労働 を

一生懸命やっています。そうして,蓄

えたお金を故郷 の家族へ送金 している

のです。恵 まれて家族で国境 を越 えて

来た人々は,着 てい る洋服以外 は何 一

つ持 たずにやって来 ました。(歯ブラシ

や小 さいかばんさえ持 ってこられない
は

のは,手 足で這 って隠れて来 なくては

ならないためです。)そのような事情 を

抱 えなが ら毎 日つましく生活する彼 ら

を見て,わ たし自身学んだのはどんな

小 さなことにで も感謝の気持 ちを忘れ

ない ということです。

彼 らのほ とんどはカ トリックで,神

様 とイエス･キ リス トを信 じてい ま

す。 しか し,カ トリックの習慣 を捨 て

てこの真実の教会,末 日聖徒 イエス･

キ リス ト教会 を受け入れることはそう

そう簡単 なことではありません。 しか
み たま

し,わ た しはこれまでに主の御霊を感

じて真実の教会 に入 る人々をた くさん

見てきま した。その方々は,天 のお父

様が備 えて くだ さった兄弟姉妹です。

聖徒の道/1998年5月 号

14

天のお父様が,イ スラエルだけではな

く,世 界 中の一人一人 を気 にかけてい

て くださっているのが分か ります。

メキ シコ人の方々か ら見た ら,日 本

人のわたしがスペイン語をペ ラペ ラ話

すのは信 じられないとよ く言われます。

主から非常 にた くさんの助けを受 けて

話せ るようにな りました。伝道はほん

とうに楽 しいです。 とて も幸せ です。

時には伝道中に,つ らくて｢も う,だ め1

もう死ぬ1｣と 大 げさではなく何度か

思ったことがあ りますが,そ の度に主

はわた しを力づ けて くだ さい ました。

そ して,そ うした経験 によって成長する

ことができました。この伝道を通 して,

イエス様 も歩まれた道 を歩むことがで

き,ま た生活の中にイエス様 の愛 を感

じることができるので心か ら感謝 して

います。御霊 によってイエ ス様がそば

にいてくださっていることを感じます。

この教会がイエス･キ リス トによっ

て導かれていて,ゴ ー ドン･B･ヒ ン

ク レー大管長が確 かに主に召 された預
あかし

言者であることを証 します。イエス･

キ リス トはわたしたち一人一人にとっ
あがな

ての贈い主であ られることを証 します。

(かわさき･き ぬよ)(東 京西ステーク府中

ワードへ寄せられた手紙より抜粋)
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